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告
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濯
に
い
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社
債
務
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保
証
人
に
九
利
な
一
い
設
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子
主

i

f
一三日

!
へ
的
保
訓
人
の
ん
ふ
一
り
点
、
そ
れ
は

ハ
ド
ソ
ア
ヌ
人
と
ユ
ス
テ
ノ
ニ
ア
ヌ
ス
以
来
の
保
祉
と
深
証
人
の
境
遇
の
改
苫
と
「
上
出
品
以
引
の
安

ム
ナ
と
の
闘
を
付

3
米
す
る
川
山
城
足
首
一
引
の
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史
で
あ
る
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の
川
吋
{
同
「
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川同一
J
l八
の
性
宍
に
よ
っ
て
灰
引
け
一
ず
に
保
証
人
の
保
守
山
口
少
な
さ
れ
ゐ
c

こ
の
保
主
は
供
止
に

r
二F
て
十
品
質
的
な

一
う
は
、
仰
い
一
d
iへ
は
、
ー
た
る
依
務
省
よ
り
も
一
止
い
責
任
を
負
う
こ
と
い
か
で
さ
な
い
と
い
っ
、
ね
作
討

の
付
従
れ
ほ
ぴ
ノ
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か
ら
な
マ
か
れ
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べ
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の
帰
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に
よ
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あ
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活
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す
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あ
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、
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権
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負
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な
け
れ
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な
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合
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と
り
わ
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よ
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わ
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と
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主
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戸
当
に
信
乙
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い
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に
は
、

〔
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使
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偵
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吉
は
ロ
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権
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怠
っ
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ふ
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♂
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め
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旬
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取
得
}
た
ど
q
A

な
さ
れ
た
の
は
口
3

マ
時
代
て
あ
る
仁
か
J

、
代
刊
の
ほ
弁
ζ

も
呼
ば
れ
る

Jd怪
一
戸
川
町
一
判
例
し

木
誌
に
お
け
る
の
こ
同
校
に

に
ょ
っ
と
認
め
ら
れ
ゐ
認
利
上
の
信
義
則
は
、

債
権
者
は
身
勝

1
に
ふ
ぬ
ま
つ
J

し
は
な
ら
な
い
し
一
す
る
剖
'
約
ー
の
常
設
引
に

つ
い
て
い
る
υ

氏川市

ム↓

J
U
H
m砕
石
川
付
血
小
百
人
に
刈
ず
る
い
わ
は
警
戒
義
務
を
表
し
て
い
る

物

第

の

湯

問

C
は
、
保
副
人
は
料
品
川
パ
人
と
し
て
の
主

U
、
に
上
つ

L
る
u

本
間
刊
の
一
ブ

l
γ
は
こ
の
河
内
J

か
い
町
議
じ
る
h

の
で

、J

》
コ

毛
皮
ブ
ト
A
1

μ然
人
と
い
う
概
念
は
部
解
ど
あ
り
、

Jrめ
い
く
つ
市
の
宮
り
や
入
れ
て
お
く
べ
き
ょ
、
つ
に
出
わ
れ
る
。

へ
い
ド
つ
い

し
か
|
一

一
、
の
科
学
的
な
議
訟
に
は
斗
ん
い
山
ら
FF
日
一
、
本
山
川
畑
ご
は
、
法
人
レ
し
対
足
し
て
、
れ
ロ
潟
、
E
W
E
K去
の

Hλ
咋
で
あ
ふ
宇
討
の
肉
体
か
ら
な

:)lii;、法学¥(i:i¥2--372) 628 〆201:L7 I 

11 



る
汁
然
人
を
枚
討
ν丸
山
本
〆
}
「
る

こ
こ
ろ
で
、
な
守
日
快
、
人
を
法
人
よ
ハ
け
も
限
設
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
の
だ
う
っ
か
り

こ
の
聞
が
に
つ
い
て
の
子
史
的
な
説
明
は
な
い
っ
と
い
う
の
も
、

円
ヲ
マ
人
は
川
然
人
ぃ
f

法
人
1

〆
一
の
一
ズ
別
を
知
ら
な
か
ッ
か
ら
で

あ
る
、
世
人
以
一
J
人
の
J

保
護
は
、
ぞ
れ
休
も
山
川
昨
に
定

R
5れ
て
い
な
い
「
消
宜
主
一
と
い
う
現
代
的
な
概
念
の
説
味
ド
ド
ト
ふ
つ

ど
も
た
り
さ
れ
た
も
の
で
あ
ゐ
が
、

E

U
レ
ベ
ル

P
H
Iし
の
荷
主
治
同
外

C
炉
認
す
る
「
白
川
机
人
(
間
九
」
に
帰
せ
し
め
ら
れ
た
も
)

と
に
は
批
判
も
あ
?
Q
H

換
言
す
れ
ば
、
保
一
訓
八
|
|
山
良
一
へ

戸
伯
尚
人
」
ー
ー
と
は
、
本
山
戸
川
ご
は
、
判
例
に
よ
三
k

を
の
疋
並
立
ん
叶
吋
惟
け
い
さ
れ
て
い
ん
v

畢
来
高

た
る
空
催
者
に
日
制
け
し
て
点
者
た
る
以
正
人
を
意
味
す
る
c

し
か
し
、
ニ
ユ
で
も
、
指
ド
叫
刊
さ
と
同
社
、
い
は
た
去
一
休
」
ど
?
引
=
す
な
わ
ち
、

制
人
似
乱
入
は
f

七
、
り
が
似
一
J
J
q
る
取
引
か
ら
利
益
を
得
る
一
」
レ
r
が
あ
り

子
コ
ト
商

F
目
的
で
ね
同
司
削
1J↑
l
iぜ
ソ
ら
こ
と
も
品
り
得
?
?

の
こ
と
は
何
人
伝
一

r
f人
の
似
設
の
完
全
な
町
内
一
味
さ
を
物
語
、
J

て
い
る

(
個
人
以
一
品
へ
の
一
保

rhu】
た
を
民
法
典
の
中
)
↑
に
そ
、
っ
と
し

九
一
ク
リ
才
ル

γ
p

〔
和
保
い
は
し
り
2
L
一
言
民
会
に
よ
J

げ
に
斗
川
批
判
さ
れ
て
い
に
よ
う
に
、
ブ
一
ソ
ン
ス
で
は
保
設
礼
之
内
中
区
が
待
費
」
問

プソンスにおド之 i}li)¥f-5F:~1i人的 f禾ldL

点
ハ
に
置
が
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
そ
う
で
品
る
}
さ
て
、
現
状
に
お
い
て
は
、
民
以
一
一
円
一
が
拍
象
的
に
一
に
義
さ
れ
た
川
町
一
I
h
人
手
保
一
品
}
二
」

い
る
の
に
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廿
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。
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湖
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司
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。
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い
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1
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応
、
え
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古
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ロ
?
チ
と
荒
川
的
む
あ
る

シ
は
レ
、
〆

つ
の
軸
を
設
定
す
る
こ
と
て
、
何
人
作
詞
人
に
討
す
る
す
込
者
の
最
秋
平
L
J
u
皿住山

(
E
2
2
E
2
2
)
に
い
以
ね
恨
の

;iTJJ 

一
貫
性
を
は
リ
一
ほ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
J

汁

V

J
ヘ
者
は
、
あ
る
と
き
は
官
人
保
一
J
人
に
対
す
る
契
約
!
の
誠
た
性
の
要
請
を
強
化

L
よ

入
ノ
レ
「
し

(
ご
、
ま
た
あ
る
と
き
は
債
惟
者
と
の
珂
係
γ

い
お
い
て
保
証
に
よ
っ
て
生
じ
た
一
疋
の
ん
均
慌
を
齢
別

L
ょ
う
と
し
て
い
ゐ

一
一
)
ど
い
、
つ
ご
と
が
で
き
よ
う
u

個
人
保
証
人
に
対
十
る
契
約
卜
の
誠
実
牲
の
要
請
の
法
化

般
的
に
事
染
者
で
あ
る
債
権
朽
ー
い

旧
人
仰
い
一
d
iへ
に
対
L
l、
小
山
々
の
法
い

t
つ
一
仁
誌
に
強
化
さ
れ
た
誠
実
作
の
要
誌
に
拘
本
さ

れ
て
い
d

ノ
ツ
コ
制
実
性
の
要
議
は
、
字
、
お
の
全
段
怖
を
述
じ
と
川
開
花
人
に
そ
の
選
択
肢
を
わ
か
ム
2
4
7
G

よ
う
に
説
明
L

ず
る
情
報
促
供
ゑ
街

の
叫
沿
い
肢
と
い
う
ほ
で
羽
引
い
一
、
く
る

(
B
)
。
他
i
リ
で
、
情
報
収
供
は

事
桑
名
の
不
誠
実
ヘ
ホ
ふ
る
ま
い
に
対
、
ご
L

何
人
保
詐
人
を
よ
け

よ
く
川
町
議
寸
る
ご
と
を

U
的
土
工
一
段
格
な
信
花
児
仏
山
川
三
機
誌
ιゲ

7
u
つ
方
式
一
4
が々一円
J

刊
に
、
世
「
す
る
こ
と
じ
よ
っ
て
も
行
わ
れ
る

A 
A 

情
報
交
供
的
機
能
会
有
す
る
わ
ん
凡
主
義
に
よ
っ
よ
ホ
院
さ
れ
丈
誠
実
性

ふ刀
4
A
r工
戸
か
で
ば

カ
場
合
に
は
、
他
者
の
警
」
市
川
及
び
山
吃
車
を
奨
励
す
る
も
の
で
あ
り
、
浪
権
者
の
ヌ
誠
妥
な
必
る
ま
い
に
け
川

γ

る
種
の
盾
で
あ
る
n

伝
品
供
コ
に
つ
い
て
、

保
剖
へ
は
計
、
土
の
凡
市
長
に
埠
じ
た
官
ι貯
を
一
三
け
る
。

h
J

と
え
ば
、

川
管
法
典
L

一一

主
は
、
消
山

ff自
信
川
の
申
込
み
は
吉
田
回
ト
よ
っ
て
な
さ
れ
、

ト
も
官
と

M
M慨
に
交
付
さ
れ
る
と
刑
判
定
す
ん
て
J
L
か

[、

U
本
の
尖
4

疋
法
、
党
紅
葉
広

と
は
呉
L

ノホり、

川
同
刑
へ
は
、
保
証
人
心
資
格
で
千
書
芯
戟
半
十
四
(
九
一
よ
三
ー
心
守
語
、
」
れ
る
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す
な
わ
ち
、
個
人
保
託
人
の
保
識
こ
い
う
配
信
は
、
こ
の
司
十
市
川
占
有
世
を
有
幼
中
A
M
け
の
ん
}
め
に
山
守
抗
さ
れ
る
立
の
方
式
ル
下
ル
ァ
い
転
比
m
h
r

J
j
h
-

7
」
吋
〆
、
J
f
l
k

N
K
法
に
よ
る
方
式
l
L

布
内
向
司

こ
の
よ
う
な
似
什
が
最
初
に
羽
れ
や
J

の
は
民
法
に
お
い
て
で
あ
る
。

力
へ
の
年
代
に
、

被
投
抗
第
一
天
下
認
は
、

契
約
の
有
効

件
い
附
録
的
に
彰
響
を
わ
川
大
ぼ
す
い
よ
す
さ
な
い
副
明
ヰ
況
を
悦
止
の
有
効
山
付
に
し
た
。
民
法

一
千
古
記
載
の
要
請
)

ー
ハ
ネ
宋

川氏

1
い
わ
f
〕

±弘

な
組
み
合
わ
せ
亡
、
政
投
院
は

ιA判
事
項
全
体
心

市
に
ご
も
川
同
追
い
が
あ

11 

L

J

V

T

一
{

1

f

/
民ツ

、JU 

る
と
J

え
は
保
証
合
冷
を
針
幼
と
し
た
の
で
あ
る
つ

!
と
「
ん
ご
、
バ
4

式
i

一
下
義
の
新
し
ド
ウ

i
ス
を
注
り
出
す
P

」

l

y

h

よ一
J

て
及
判
官
が
立
け
い
4n
に
北
〆
て
代
わ
る
干
工
一
で
、
民
法

六
条
は
際
問
、
，
い
か
、
っ
技
術
的
に
引
主

T
け
川
さ
れ
と

J:( 

二
六
条
を
保
一
占
契
約
の
有
効
長
刊
と
す
る
こ
と
が
刊
防
止
を
弱
体
化
さ

プソンスにおド之 i}li)¥f-5F:~1i人的 f禾ldL

ご
う
す
る
こ
と
が
立
を
得
J

い
る
か
に
つ
、
γ

て
も
品
予
の
対
象
と
な
っ
て
い
た

ヴ
一
る
限
り
で
、

実
際
の
と
こ
ろ
、
い
民
い
山

の
お
効
要
件
化
の
阿
山
山
己
を
受
け
て
い
た
一
り
は
瓦
人
の
保
一
出
入

(
η
E
E
2
5
2
Z
ν
ユ
円
以
)

円
ら
が
ん
ば
析
す
乙
伐
険
に
っ
し
と
一
支
γ

に

認
識
J

て
い
る
保
訂
人
勺
あ
っ
h
J
C

ツ
て
れ
ゆ
え
、

A

U

l
、

し

l
y
E

Y
一ノ

7
イ

l
J
F
トド

奴
投
花
第
一
民
宇
部
は

ムーーホ
J
q

民

ノ
込
宇
品
ど

。
ァ
パ
久
木
戸
現

プし

条

い
よ
ハ

L

不
さ
れ
ど
準
剤
軒
、
保
証
人
況
誌
を
巨
内
7

レ
七
説
明
準
別
で
あ
る
と
肝
す
る
?
〕
p

に
E
つ

つ
F

つ
い
て
、
r
q
」

吋
力
を
欠
¥
に
す
ぎ
な
い
と
孔
一
討
し
れ
J

n

ご
方
臼
転
換
一

マ
J
主日記
γ

執
を
欠
い
た
り
ぷ
載
が
γ

二
~
ん
で
あ
っ
た
り
す
る
仮
託
証
言
は
相
効
で
は
な
く
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と
こ
九
が
、
治
安
法
出
パ
ト
よ
っ
て
県
議
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刈
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と
ν
ふ
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て
こ
な
か
っ
た

υ然
ん
た
ゐ
川
内
証
人
干
一
1
0
丹
市
2
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れ
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烹
を
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H
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」
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年
一
月
二
じ
の
法
律
宗
イ
了
一
ル
ツ

ー
然
人
に
よ
る
深
証
川
だ
ん
刊
の
有
効
要
件
〆
一
二
三
貯

R
な
子

は
、
私
川
す
h

祉
企
↓
に
つ
い

言
記
師
一
tfJ±
求
し
た
。
町
民
悼
ち
が
達
川
市
保
苛
を
安
ぷ
寸
言
人
却
場
合
に
は
、
況
証
人
は
ち
ら
じ
崎
山
市
子
の
抗
#
権
会
日
探
索
す
る
旨
の
お
引
な
に

前
一
も
ぷ
え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
之
誌
を
守
る
と
、

、ロペ了
Y
J
一司山、

契
約
は
併
殺
2
な
る
n

べ
廿
済
主
r
川沿の
h

め
の

c
c一
一
年
八
月

LI 

干
主
H

コ
い
械
の
起
用
範

E
命
、
|
|
保
証
人
の
刈
一
員
一
和
人
あ
る
い
は
げ
人
)

又
は
能
川

(
素
人
伝
「
証
人
あ
る
い
は
主
人
保
証
人
)
か
区
別
引
す
に
|
|
事
業
者
た
4
債
権
内
に
対

L
↑、伝一
J
の
者
治
を
し
た
す
べ
て

の
円
然
人
た
る
保
証
人
に
拡
大
し
た

と
の
債
権
者
に
、
叫
胤
さ
れ
る
〔

そ
の
債
権
が
事
業
活
動
に
お
い
て
主
じ
止
は
事
装
と
庄
…
殺
の
関
連
を
有

1
る
寸
F

べ

現
有
で
は

条
は
、

私
宮
ア
一
二
回
ド
ー
ょ
っ
く
ウ
業
主
人
/
る
債
は
い
去
に
刈
〕
て
保
一
一
一
R

人
F
V
J
一
に
債
務
を
引
き

消
費

υ民
一
以
川
い

乏
け
る
す
べ
て
の

U
勿
j

人
に
対
し
て
、

L 

七
品
川
に
明
記
さ
れ
乙
の
と
同
一
の
子
宝
記
較
を
認
し
、
よ
れ
い
v
v
仇
す
る
川
崎
J

斤
に

は
、
伝
一
J
契
約
は
無
効

?
?
ο
〉
す
な
わ
ち
、
可
日
は
、
で
で
た
る
債
務
、
利
f

恒也、

げ
戸
ぴ
川
一
の
場
合
に
は
、
宇
一
約
金
正
は
:
の
則
羽

X
九九
J

叶
ら
の
治
必
J
U
Y

一
一
足
わ
い
〕
な
い
場
合
は
、
私

の
収
入
及
ぴ
地
ー
ド
h
i
L
b
つ
い
て
、

L~払

7
べ
拝
金
討
を
J

芝
府
寸
る
こ
と
を
約
取
し
ま
す
戸
o

M

州
全
仁
h
p
げ
る
府
内
引
期
間
と
保
剖
金
制
恨
の

の
遅
託
利
息
を
含
む
総
領

-ee--f閣
に
お
い
一
、

X
の
伝
説
人
と
な
る
こ
こ
に
よ
り
、

吋
不
「
の
山
久
治
J

は
、
包
括
旧
日
係
叫

(
F
E
A
Z
Eヌ
5
2
A
R
V
E
z
f
i
)
や
禁
止
一
一
9

る
も
の
で
あ
る
n

確
か
に
、
包
州
枝
川
叫
7
Uは
公
J

者
ト

よ
J

て
締
結
す
る
こ
と
が
円
能
で
あ
る
が
、
そ
の
坊
の
に
は
、
述
帯
条
一
刻
と
検
オ
の
抗
?
村
山
投
棄
条
羽
を
ム
パ
む
こ
と
が
'
で
き
九
%
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A
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費
法
止
村
上
=
川



出費小川山川斗ハ
L

八
子
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す
る
逮
汚
仏
人
項
に
ツ
い
て
の
方
」
八
+
い
す
い
の

E
3
l
y
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方
式
が
柿
f
さ
し
れ
な
い
場
台
に
は
保
証
契
約
の
丑
効
を
問
ノ
ボ
1
J

て
い
る
〕
士
、
ノ
に
守
わ
れ
た

一
大
八
条

す
主
わ
ち
、

「
私
は
、

民
法

て
た
め
ら
れ
八
検
晶
子
の
利
設
を
波
棄
し
、
か
っ
一

X
:
ζ
連
帯

ν

し
債
務
会
一
人
民
、

2
)
と
に
よ
り
、
債
権
主
が

F
め
V
A

に
対
二
、
追
及
す
る

こ
レ
を
求
め
る
二
と
を
要
求
す
ふ
嬬
促
な
く
し
て
、
債
泡
告
に
返
済
す
る
こ
と
を
引
車
し
ま
す
三
口
し
か
し
、
政
投
品
商
事
訴
。

一
作
一
万
へ

保
汁
へ

条
文
の

L
Z
け
か
ら
縦
れ
て

(
r
J

古
記
載
違
反
の

山
叩
ョ
裁
が
及
ぶ
の
は
辿
惜
の
感
械
に
と
ど
ま
り

の
義
務
は
中
純
保
訂

(
普
通
以
北
J

レ
し
し
て
有
効
の
ま
ま
で
あ
る
と
解
し
七
。

つ
ま
り
、
再
件
賀
状
疋
が
い
政
治
誌
と
な
り
、
証
書
の
八
十

市
抑
制
γを
掛
け
る
州
主
と
な
七
c

以
後
に
、
賃
貸
行
関
係
を
ヶ
?
吉
す
ノ
ら
た
め
に
一
九
八
九
年
じ
月
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ハ
リ
の
法
律
第
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b
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ふ
一
ゲ
」
仏
げ
「
し
た

九
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じ
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一

日
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弘
容
以
降
、
賃
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人
の
債
務
の
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証
は
、
賃
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紙
と
賃
料
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訂
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完
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作
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育
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よ
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契
約
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質
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と
範
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が
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る
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す
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更
な
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さ
れ
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っ
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が
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、
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そ
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方
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よ
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は
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強
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し
て
い
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の
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な
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者
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力
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す
る
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面
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円
以
止
り
な
い
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の
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手
裁
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益
を
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す
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m
J
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る
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の
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一
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司
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情
報
交
供
義
訟
の
山
口
以
に
よ
っ
て
刊
以
下
れ
る
誠
天
性
の
字
、
前

ー
規
約
戎
リ
時
ド
お
け
る
町
内
報
提
慢
お
詩

す
、
信
背
に
上
ノ
叫
ん
ふ
一
訓
人
に
対
す
る
訂
報
提
忠
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対
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長
い
刷
廿
人
約
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の
プ
ワ
ス
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て
の
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が
い
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の
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裂
約
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の
刊
行
長
に
あ

る
状
況
が
司
設
計
町
佐
川
お
や
す
る
の
に
刊
に
越
し
て
い
る
こ
と
を
言
コ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
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保
一
出
法
は
、
契
約
の

、
数
年
の
問
、

沈
寸
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に
よ
る
弓
U
M
の
同
町
ヘ
削
に
吸
収
さ
れ

投
法
に
h
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い
て
き
え
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論
に
、
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い
て
の
設
も
多
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、
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し
て
、
最
も
重
県
な
何
一
J
ゃ
張
世
L
て
い
る
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っ
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な
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経
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H
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台
、
れ
る
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証
〕

た
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主
広
権
者
、
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田
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だ
に
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在
い
な
い
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を
斗
て
仁
二
、
い
る
均
台

債
権
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が
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仕
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仁
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な
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じ
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ヤ
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仙
人
H
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仙
叫
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仁
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仕
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収
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仁
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u
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す
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仁
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佐
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梨
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収
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こ
の
よ
う
な
情
朽
提
供
再
衿
は
、
例
外
的
に
、
一
一
た
る
債
務
を
は
川
パ
さ
h
f

一
る
融
資
に

R
引
の
完
終
日
り
均
一
札
い
に
悶
す
る
助
一
三
一
北
必
、
ホ

ハ
ノ
多
，
、
の
場
介
に
は
、
町
作
一
け
人
が
い
飢
2
h

州1

ス
ク
に
罰
す
る
警
p

一
[
一
工
会
話
と
な
り
、
こ
れ
ら
の
一
山
務
も
、
特

hmに
対
す
る
ア
ク

t
ス
が
当
皐

E
間
さ
非
汁
称
な
状
引
に
お
い
て

t
条
)ο

阿
川
比
約
を
桜
拠
に
訟
め
ら
れ
し
い
る

民
法

保
証
人
に
対

L
て
も
倍
、
王
に
対
し
て
も

グ)

台

損
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1
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人
約
十
し
な
い
掛
慌
た
の
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ぜ
あ
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っ
た
引
古
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の
全
組
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同
額
い
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J
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一一」一一
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1

1

1
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い
だ

2

契
約
履
行
川
町
日
与
に
と
片
口
説
提
供
託
筏

契
約
の
履
行
期
間
中
山
川
、
契
約
時
レ
J

は
守
一
一
守
、
山
が
一
与
な
と
一
、
と
い
い
う
の
も
、
判
例
は
、
保
証
人
門
民
主
規
定
を
ぷ
討
す
る
こ
と
を
山

りい半
U
f
い
を
ね
て
あ
る
拍
慌
の
任
務
投
棄
を
し
、
何
重
も
の
日
明
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が
作
品
つ
れ
て
い
る
か
k

h
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あ
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つ
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だ
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情
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義
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内
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多
様
な
対
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及
ん
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い
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ム
(
に
の
崎
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に
は
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負
債
の
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況
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Y
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け
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融
浅
川
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ぷ
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J
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J
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令
融
機
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月一一一

U
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十
j
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け
る
;
ー
る
債
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及
び
判
一
バ
、
手
数
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出
官
民
及
び

日
J
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す
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咋
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の
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閉
め
総
刷
出
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世
く
と
も
二
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二
一
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で
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一
J
人
こ
~
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は
斗
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内
、
人
又
は
J
一

人

に

、

追

川

す
?
札
叫
討
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負
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定

L
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一
の
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中
'
止
は
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仙
人
企
業
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叫
す
る
一
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律
第
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れ
に
よ
っ
て
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れ
た
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茶
話
た
る
債
権
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さ
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k
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ハ
長
後
に
、
足
以
二
二
九

の
場
ム
い
で
あ
り

加
以
{
ペ
ハ
u
r
1訓

111 

ハ
)
一
ム
ハ
ベ

は、

hd」
字
、
合
意
さ
れ
十
一
円
一
止
は
ん
[

に
つ
い
て
、
情
権
苔
戸
機
関
慎
枠
内
で
め
ゐ
か
等
間
わ
な
い
)

o
h
r

ロ
C
C
」口口町口同伶
U
F
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ec 

音
品
が
託
け
れ

れ
た
μ

吋
じ
月
H
に、

門
技
一
人
た
る
保
仔
人
に
す
γ

し
て
、

憶
保
証
ぼ
権
の
品
尚
一
リ
リ
刊
日
比
す
る
債
権
の
J
d
傾

に
つ
い
て
見
知

L
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
c

似
詞
契
約
の
則
一
司
、
か
民
正
さ
れ
い
ご
い
ゐ
場
合
仁
は

保
託
期
司
に
つ
い
て
司
知
J

な
け
れ
ば

;iTJJ 

な
ら
な
い
J

沼
住
金
融
法
詞
L

日
の
法
律
治
州
?
T

条
H4d一
一
及
ぴ
消

々
守ぞ

y 

刊
条
会
一
学
問
す
る
一
九
丸
山
午

空
法
典
L

=
刈
一
ハ
全
力
、
こ
れ
を
尻
{
れ
し
て
い
る
。

他
の
場
人
ム
ー
に
は
、
ロ
グ
J
rへ
は
、
土
た
る
債
務
誌
の
五
履
行
に
つ
い
て
通
託
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
右
い
U

こ
れ
い
つ
い
て
は
、
消
却
刊
貝
法
問

三

九

条

及

び

L

一
同
一
条
並
び
に
(
ム
山
山
什
の
日
以
止
へ
仁
川
刈
ム
9
7勺
)

d
 l
 

h
小
山条
が
相
川
1

亡
じ
す
る

一
九
九
州
年

4寸
つ

一
U
の
法
律
第
利
七

ι

は
快
人
た
る
山
口
同
訓
白
人
が
最
長
の
民
間
山
門
に
あ
ら
ゆ
る
有
1
叫

M
L
匂
折
君
を
検
討
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
主
た
る
債
政
一

想。の

る
て
く
円
く
ほ
し
M
L
な
け
れ
ば
な
、
コ
な
い
…

以
後
に
、
他
市
提
供
〔
の
対
象
)
は
事
実
的
な
要
素
の
み
な
ら
ず
、
保
証
人
の
惟
利
仁
も
及
ぶ
こ
と
が
め
る

す
な
わ
ち
、

山
内
?
~
の

討
す
る
い
惰
刊
を
及
川
起
こ
す
こ
と
が
、

保
一
-
世
人
に
と
っ
て
大
い

L
実
効
仕
を
も
ち
得
心
ハ

こ
P

一

司

じ

己

川

市

保一
th叫
ん
約
に
期
間
の
ι
止
め
が
な

、-一
U

l

v
じ吻

A
L

ん
問
解
約
作
と
そ
の
解
約
権
行
伎
の
安
件
か
一
似
一
ル
ー
へ
が
主
れ
な
v

よ
う
に
v

な
け
れ
ば
な
ら
な
Uη

こ一
f
に
院
す
る
規
定

は
、
司
出
宇
土
…
w
説
法
AMハ

L

円
の
法
作
N

t

E
条
及
び
吋
小
型
法
い
川
、
L

N

々
ノN

九
九
川
午

ハ羊十川山よめ

月

る

違
反
の
場
九
川
の
効
用
小
は
つ
ね
に
尖
権

叩

J

1

寺、

J

、ー酔グ
ω

フ伝丸、
f
M

n
r
J

川リム
U
K
J
十
l

。

ー一
1
F
4
云

l
h
i

あ
る
い
は
利
臼
(
通
貨
公
取
次
品
川
L

あ
る
い
は
起
む
幻
寄
金
及
び
起
「
~
川
区

条、

L

一

刈

六

h ~ ~ 

同
空
川
辻
角
L

あ
る
い
は
す
べ
て
の

る
ι
H円
路
、

二
九
(
一
条
¥

出
買
吊
及
び
道
約
ヘ
4

と
あ
る
巳
法
定
の
清
報
誌
町
、
義
f

崎
達
一
次
が
一
一
南

河
氏
も
判
別
一
変
更
の
刻
丸
一
と
な
う
て
い
る
ο

現
F

け
で
は
、

(
巾
ん

J
ぃ

る
場
合
に
見
事
自
作
が
れ
札
止
し
杓
る
か
と
い
う
相
4

震
は
、

債
権
者
の
反
仔
が

考
慮
、
」
れ
る
の
は
、
判
明
が
詐
与
的
意
也
に
よ
ゐ
7
L
ノ
!
?
と
同
相
ヲ
る
市
太
な
ブ
ィ

1
f

zfmwιο]。
忠
告
ド
ト
百
回
岡
山
戸

E
)
が
あ
る
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場
合
に
限
定
さ
れ
る
じ
一
日
芸
JU白
HmN
に
ふ
る
ブ
?
卜
が
な
い
湯
合
に
は
、

i
バ
山
{
疋
の
欠
陥
山
の
み
が
一
畑
出
さ
れ
る
r

弘
之
の
失
権
は
、

の
場
合

民
事
υ叶
f
A

格
引
の

Y
4時
に
引
さ
の
没
閉
じ

3
Q礼
町
れ
わ
ん
ペ
ー
二
し
て
作
町
す
る
こ

誠
実
引
の
法
論
仁
川
え
る
た
め
に
偵
務
の
内
一
合
を
干
)
何
J
4
う
に
拡
大
す
A

V

F

〕
ご
に
よ
っ
て
深
証
人
に
よ
り
写
い
保
護
が
ほ
保
さ
れ
泣

る

が

適
切
に
規
J

去
ぐ
れ
ぐ
い
た
改
辻
試
案
の
L
L
う
に
単
純
化
さ
れ
明
確
化
さ
れ
る
べ
さ
で
あ
?
っ
。

J

り
叶
川
い
者
が
均
慌
の
回
復
に
土
つ

工
広
く
働
戸
カ
け
?
?
}
と
に
し
た
戸
一
t
ー
か
ら
も
そ
う
じ
あ
る

国
l
L
H本
不
¥
こ
す

ν
ご
1
J
J
:

、J
7
1ノ
J
F
U
3

細川山

;
1
J一札
F

ノ
;
ー
メ
ヲ

}
/
:
7
7
q土
保
怜

fJ
何
汁

f

悩
人
伝
説
，
ヘ
に
対
し
γ
生
ヒ
た
不
均
街
の
解
向
↑
つ
い
て
は

二
通
り
の
え
叫
が
あ
る
、
ま
ず

一
定
の
犬
況
で
耽
れ
る
い
出
荷
レ
/
し

て
の
保
証
人
に
対
?
?
今
、
守
渋
上
の
日
け
約

と
呼
ば
れ
て
い
ん
こ
と
が
あ
る
も
の
に
よ
っ
て
、

実
際
に
は
日
経
い
用
収
引

の
安
九
+
に
説
先
す
る
街

T
の
た
め
に
、
止
法
誌
は
比
国
体
育
と
保
市
人
的
似
の
品
P
Q

桂
内
均
衡
を
日
復
さ
せ
よ
、
っ
と
し
た
片
引
に
同
思

プソンスにおド之 i}li)¥f-5F:~1i人的 f禾ldL

と
な
る
の
は
、
坦
徳
的
理
由
に
基
つ
一
〈
均
衡
の

U
復
で
あ
ろ
う
(
八
)

1

位
指
に
お
い
一
f
¥
こ
れ
ま
で
い
会
析
の
保

の
境
践
に
つ

い
て
倒
防
法
九
二

μ

的
す
局
J
T
f
コふ
7

ご
と
は
な
か
了
に
r

倒
存
法
は
い
町
立
骨
之
己
保
山
川
人
一
令
官
五
ハ
忙
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
を
あ
る
J

凶
状

二口

Lr
れ
ば
、
押
休
日
目
人
に
有
利
な
均
衡
の
川
一
信
任
は
、
こ
の
坊
?
同
で
は
、

υ
法
書
の
司
情
で
は
な
く
戦
時
と
し
て
読
明
が
つ
く

(
B
U

八
道
徳
的
リ
ミ
出

γ
悲
ヅ
ノ
¥
均
慌
の
何
筏

こ
こ
円
以
引
の
問
に
、
立
法
背
は
、

と
き
と

L
亡
誠
実
気
が
北
れ
な
い
と
思
わ
れ
る
官
濯
し
れ
の
訴
求
を
初
げ
、

2
主
と
し
て
人
パ
ー
の

中
で
家
族
刈
好
に
一
'
て
の
鋭
設
が
あ
っ
た
場
?
に
れ
同
社
ヘ
に
で
の
世
情
怖
を
免
れ
さ
せ
ふ
こ
l
l
c
、
保
証
法
令
広
徳
化
し
よ
う
と
し
て
き

た
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ec 

倍
、
権
者
的
一
件
求
権
に
だ
す
る
陪
J
7

北
川
相
町
内
主
主
的
J

消
費
者
r崎
町
九
社
ひ
人
i

勤
配
信
時
に
つ
い
て
比
例
性
の
安
一
一
市
の
は
}
ま
け
は

遇
制
恰
此
刊
に
湖
す
る
九
八
九
日

;iTJJ 

r: 

い
の
法
律
と
あ
り
、

一ン
γ

チ

刊
出
品
い
て
は
消
費
拡
宍
L

い
規
定
さ
れ
て
い
る
J

そ
の
ほ
か
に

山
ヘ
札
併
イ

プ
ド
開
制
す
ゐ
附
近
の
法
片
げ
で
あ
る

5
9
v
iホ
4
H
A

力
士
九
四
明
A
Y

内

コ
つ
に
ヰ
八
口

U
刀
法
待
に
よ
る
川
空
法
典
L

一
四

川
久
木
は

銀
し
仕
が
h
v

、
出
述
内
相
胤
{
疋
L

件、

F
業
以
内
た
る
hI'情
者
の
た
め
の
一
判
決
一
人
に
上

べ
て
に
弘
正
し
h
J
n

そ
の
杭
果
次
の
よ
、
つ
な

旧
判
定
に
な
っ
た
〈
一
市
上
主
省
た
リ
h
u
F
h
枠
V
告
は

μ快
…
八
た
ゐ
保
証
八
ト
よ
っ
て
な
さ
れ

グ〉

¥'，-

人
の
資
古
川
υ

止
が
収
人
に
比
し
仁
川
円
、
↑
ト
に
不
bJ
街
寸
あ
r
J

ょにーに

3
は、

占
「
訪
問
山
副
契
約
を
後
期
7
る
こ
と
が
「
主
な
い
ο

た
ド
だ
し
、
当

↓d
u
m
刊
人
が
高
求
を
受
け
た
時
点
一
じ
、
保
証
人
の
資
産
に
よ
っ
に
保
討
結
佐
川
ふ
開
刊
行
す
る
こ
と
が
可
能
て
に
お
4
喝
き
は
こ
の
限
り
で
な

引
費
以
止
r
u
=
川
川
?
人
円
本
の
伝
律
家
が
円
以
々
を
平
氏
点
、
氏
伝
典
的
改
の
訟
に
い
よ
う
L
Y

検
前
工
、
い
る
は
、

。(υ
が
一
八
刀
一
円
の
法
律
の
仇
叫
ん
ム
て
の
規
定
と
阿
様
に
、
人

う
て
い
メ
別
す
る
こ
と
な
ノ
¥
土
人
の
保
志
人
ー
と
い
任
問

ペ
♂
れ
る
個
人
向
人
、
士
え
る
ほ
務
〆
l
p
る
ん
以
判
の

い
う
よ
つ
な
、
す
べ
て
の
日
係
へ
の
で
め
に
泊
目
月
結
一
に
の
る
、

奇
ん
ソ
ム
J

}

コ
ご
止
、

t
r
b
l
二

f
b
J
L
P

H
4
の
改
H
7
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ー
向
J
J業心世
mの
性
質
を
布
?
ヲ
ム
ω
か

rう
か
で
〈
一
則
し
な
い
の
と
は
日
ハ
な
リ
、

事
業
主
h

i-
斤
~
フ
勺

μ
丹
昨
指
針
で
な
け
れ
ば

3
ら
な

コ
、

r
l一
?

f

l

h

し
ペ
{

1

A

f

l
町
、

1

4

股
法
の
分
野
で
は
保
護
の
対
象
を
杭
ん

7
〆
)
〕
て
き
た
の
に
も
か

カ
わ
ら
ず
、
浮
ぶ
さ
れ
る
べ
さ
対
象
y

な
る
涼
証
人
が
絞
ら
れ
な
か
っ
た
灯
は
成
人
Z
な
ご
レ
で
あ
る

口
い
本
の
改
正
。
一
ノ
ロ
ン
工
ク
ト
に

お
い
て
は
保
志
の
対
象
は
そ
れ
以
に
ん
げ
ら
れ
て
い
な
い
U

、
な
お
、
本
報
告
じ
対
ヲ
る

l
本
刊
一
対
田
報
円
は
、
当
時
内
最
新
官
剥
と

L
て
、
凶
作
法
へ
市
、
作
詞
係
)
認
会
分
科
会
資
川
村
1

u

U

内
止
人
民
烹
の
け
川
町
按
の
拡
古
に
持
す
る
間
開
u
t
資
以
内
一
や
も
と
い

U
木
法
が
等
人
を

検
討
し
て
い
h

比
例
示
引
を
紹
介
し
て
い
た

c)τ
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二
つ
の
時
し
?
と
保
託
人
の
民
政
常
々
が

F
m
cれ
フ
令

に
は
、
伝
託
人
が
請
求
主
れ
た
時
人
円
で
あ
る
っ
扶
一
百
す
る
と
、
緩
行
問
に
伝
説
人
が
伝
託
債
務
の
支
払
い
や
で
き
る
場
合
に
は
保

一
つ
は
担
約
成

υ
時
一
円
で
あ
り
、
も
み

ノ

ι佼一
μ
刀
守
口
ー
よ
り
汁
事

誕
契
約
門
戸
川
刈
々
が
奪
わ
れ
な
い
と
い
う
収
り
に
お
い
¥
保
証
人
の
支
払
能
刀
は
ぶ
ψ
」
の
意
味
で
の

〔
保
苅
山
科
約
の
」
効
h
川
法
什
で
は

九、

o

J
h
v
L
V
 

ぺ

t
Mれ
斗
の
叫
請
に
止
す
る
判
明
ム
ー
の

効
果
は
年
坊
で
は
な
く
、
漬
権
者
の
一
品
求
込
の
た
権
て
あ
る
U

そ
の
い
臼
F

心
は

事
装
の
枠
内

rd山
却
す
る
債
権
高
が
保
訓
を
議
川
町
に
利
崩
す
る
こ
と
九
件
抑

U
ず
る
こ
と
に
あ
る
の
み
の
反
由
、
以
山
司
令
部
伎
す
る
必
長
は
な
く
、

4
 

ま
し
て
や
不
均
街
の
口
れ
ん
は
亡
、
恨
む
市
計
を
算
定
一
。
る
必
要
も
な
い
c

て
の
山
、
仏
、
川
資
法
叫
し

白
川
山
条
と
同
時
蛇
行

L
亡
、
市

限
的
か
つ
慎
重
に
比
例
性
の
要
請
有
化

υ
J
L
た
判
例
と
の

ア
ウ

l
ム
判
決
が
マ
ク
リ
シ
判
決
の
日
夜
い
な
く
玄
人
す
弐

ト
ム
心
い
い
ず
¥

る
河
J

託
の
い
わ
ば
志
の
畑
怖
を
け
め
た
の
と
は
異
な
る

↓んに↓小、

J

f

v

(

 

保
証
人
仁
対
す
る
債
権
者
の
隠
す
民
に
制
裁
を
加
え
る
只

-

〕

m
J
I
-

-

7

l

 

主
主
任
の
般
民
は
、

巾
判
官
、
り
い
典
の
詰
刊
に
J

す
き
ま
に
入
り
込
む
の
に
苦
労
、
三
に
い

ぃ
J
1

れ
に
せ
j
、
川
町
一
一
以
の
効
呆
は
乱
暴
で
あ

プソンスにおド之 i}li)¥f-5F:~1i人的 f禾ldL

る
、
改
正
一
公
民
公
が
強
く
勧
め
て
お
り
、

日
本
の
荷
叫
ん
。
一
ノ
ロ
ン
ニ
ク
ト
も
こ
の
L
f川
で
λ

什
〈
土
う
に
日
山
わ
れ
る

川町一
μ
債
務
凶
行
同
組
は

ソ
ー
ル
‘
ォ
ァ
。
ナ
y

ン
ン
グ
を
沈
け
ら
れ
る
だ
ろ
う

号、
J

を
ど
靴
冷
や
る
七
め
に
丸
、
す
、
¥
き
も
わ
伝
一
J
街
務
が
そ
の
や
、
七
九
に
日
以

L
t
川
ら
か
に
不
均
織
で
な
く
と
も
、

疎
外
に
記
す
る

同
い
の
た
め
ど
い
う
刈
之
内
要
討
に
は
れ
げ
つ
い
と
牛
仁
た
則
氏
源
度
の

1
出
の
仮
設
や
考
慮
〕
ど
、
債
権
者
の
訴
求
住
は
変
質
さ
せ
ん
れ

六
九
八
年
r
、
ロ
υ

、

条

が
混
z

心
す
る
b
の
と
あ
い
け

J
ぺ

た

~
L
1
γ
5

y

え
1

才
、
f
b
t

半
ノ
じ
の
法
体
い
ょ
っ
仏
語
八
さ
れ
七
民
法

日
然
人
た
る
保
訓
人
は
川
町
い
以
の
資
?
?
(
日
川
哲
法
相
ハ

L

=
条
に
」
っ
て
だ
幻
ら
れ
る
)
を
列
企
守
さ
れ
な
い
n

問
わ
れ
て
川

マ
ハ
引
の

の
行
?
窃
仕
ご
は
士
い
が
、
同
2
f
の
一
先
行
は
市
ム
へ
だ
と
み
な
さ
れ
る
社
会
内
利
/
八
刊
の
慌
に
ぶ
つ
か
る
の
で
あ
る
。
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フ

川
?
?
ー
へ
の
し
氷
肢
の
身
分
の

ん
に
の
状
叫
に
問
主
す
る
免
責

ec 

Ar弘
、
王
町

mh叫
告
に
よ
一
」

ハ一九
J

め
の
こ
り
へ
〕
h
什
ヘ
月
4
H
m
w
寸
法
律
辻
、

民
法
"
ー
叫
に
債

;iTJJ 

務
者
又
は
保
証
人

frヘ
ふ
円
た
配
偶
者
弁
離
婚
の

民
法
二
千
八

ゑ
)
c

本
条

る
と
め
の
新
心
主
摂
ハ
止
を
湾
入
し
た

の
射
程
一

は
、
保
一
J

引
と
い
っ
枠
J
L
4

越
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
「
取
7bHmz即
時
い
訴
え
ら
れ
る
の
は
保
一
祉
の
均
ん
わ
で
あ
る
υ

夫
婦
対
丘
共
同
体
の
解
体
ゆ
だ
u
負
債
の
長
荷
で
口
市
し
む
企
楽
京
の
配
偶
者
会
解
汝
す
Q
た
め
に
、
足
法
二
八
七
条
は
、
「
離

絡
が
↓
口
い

配
偶
朽
に
よ
っ

C
述
布
し
て
v
へ
は
但
別
↑
倍
以
ず
V

へ
は
判
H
R

[
の
負
担
、
一

品
化
業
符
P
H
の
一
環
と
し
亡
、

立
比
さ
れ
て
い
h

と
一
さ
は
、

f

人
審
裁
判
所
は
事
菜
畑
資
産
を
似
持
J
q
ゐ
民
間
苔
に
、

手
業
川
市
資
注
が
な
い
場
合
に
は
、

企
平
山
山
基

又
は
、

伐
を
士
す
山
幸
染
者
と
し
γ
の
件
弐
T
有
す
る
配
偶
者
に
、
独
占
的
な
負
担
を
引
き
受
り
き
せ
る
こ
と
を
決
定
す
る
こ
と
が
ご
さ
る
)

主
え
昨
ド
性
ん
j
e

よ
い
主
再
を
生
み
出
す
わ
け
で
は
会
L

し
か
し
伝
統
的
f

4
u
相叶品川

川
町
誌
の
コ

l
f三
%
人
約
締
村

υに
汗
何
さ
れ

る
も
の
で
あ
り
、

(
旧
体
引
出
回
人
約
締
結
伶
の
〕

何
枚
に
、

夫
婦
の
刻
婚
は
保
証

万
コ

i

ザ
ニ
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
と
僻
ぷ
、
い
も

川
附
み
契
約
締
結
以
恨
の
院
が
は
、

似
一
ム
戸
時
人
に
よ
っ
て
何
十
保
さ
れ
る
緋
続
的
目
的
持
を
い
担
保
す
一
。
債
務

， 

小
の
刻
版
こ
は
な
り
科
i

な
い
だ
λ
う
こ
υ
!
?

ら
、
門
会
の
対
校
は
返
恥
な
ま
ま
で
あ
る
れ

す
な
ふ
川
ず
つ

離
婚
し
た
出
似
右
に
前

L
て
行
使
す
る
的
権
者
の
杓
引
い
か
ん
を
再
検
討
し
主
け
れ
ば
、
債
務
y

人
は
れ
伝
の
移
転
が
負
債
に
同
す
ふ
債
務
ど
負
債
に
同
す
る
最

終
y
j
見
世
と
の
い
ず
れ
に
関
係

ν

亡
く
る
の
か
が
当
然
な
が
ら
同
副
己
主
り
準
ゐ
丈

し
か
じ
、
第

内
併
釈
は
、
夫
婦
の
-
…
胃
14晴

下
f

は
と
あ
る
ヘ
灼
の
負
債
力
分
配
~
情
能
を
我
吋
r
引
ト
ド
刊
行
J

す
ふ
ご
し
に
な
り
得
む
も
の
一
土
問
り
、

U

ず
れ
仁
せ
よ
、
配
偶
品
の
支
払
ぷ

能
と
い
う
よ
く
あ
る
ケ
ヘ
に
お
い
て
保
証
人
の

し
得
る
も
の
、
あ
る

い
べ
剖
A
、
内
川
税
へ
内
免
骨
、
ハ
ー
ー

今
以
~
午
、

保
証
八

心
川
護
に
剖
初
出
な
判
例
は
、
山
内
利
八
の
死
亡
吋
い
去
に
発
牛
し

、
い
た
λ
払
う
常
務

の
み
が
伐
副
へ
の
松
続
人
一
移
払
J
q
る
と
開
削
し
て
い
ふ

し
か
し

η
Z
5
2
 

J
J
・-
J

。
ゲ
仁
刊
白
C
P
J
ロ

i

L
内

町

内

問

-2H戸
巾
ロ
戸
)

が
九
戸
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日
務
か
死

ι時
に
終
了
す
る
と
し
と
も
、
州
川
γγ
の
杉
伝
は
旧
制
山
町
一
人
に
こ
つ
と
耐
え
政
い
お
ほ
一
に
な
る
こ
こ
が
あ
る

」

へ、

ロ
コ
六
年
ハ
月
二
二
一
け
の
法
律
に
ホ
っ
て
導
入
さ
れ
た
民
法
判
七
八
六
条
二
氏
は
、
相
絞
や
弘
前
ソ
4
J
T
L

」
た
相
絞
人
何
一

た
め
に
、

1

伺
パ
定
引
咋
伯
が
相
続
人
の
情
人
出
目
、
存
に
豆
大
な
負
債
や
も
た
h

u
桂
る
場
合
、
承
認
の
同

μ
ず
そ
の
こ
と
を
知
ら
な
い
こ

と
い
っ
き
け
当
な
理
由
が
あ
れ
ば

る
負
債
」
刻
す
る
法
政
何

灯
全
部
又
は
-
部
ド
小
銃
l
i
h貯
責
さ
れ
る
と
判
定
す
る
。
負

立
の
存
'
札
λ
は
H
ハ
債
の

E
Jパ
洋
を
知
っ
た
い
か
ら
五
か
ロ
リ
以
内
に
訴
権
が
ノ
イ
絞
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
な
い
U

保
祉
に
も
|
|
他
の

官
務
と
同
株
に
|
|
述
川
円
能
で
あ
心
同
条
は
、
日
間
続
r主

誌

に

iW一ら
な
わ
v

っ
た
負
債
の
存
在
が
叫
ん
ぞ
に
八
円
戸
す
る

P
Eか
ら
相
続
人

を
い
何
一
種
ず
る
こ
と
を
は
国
的
と
す
る
c

街
1
感
情
に
従
っ
て
、

佑
の
ぬ
ム
ー
に
は
、

も
f
J

ば
ら
戦
閉
山
川
な
要
請
に
応
え
て
い
る

均
街
の
同
復
は
、

B

戦
略
的
長
芯
い
v
去
づ
ぐ
均
衡
の
阿
保

プソンスにおド之 i}li)¥f-5F:~1i人的 f禾ldL

市1
4;L 

1~ 
人
的
な

ι、
ヌl 

の
:甘i
題
ーバ

あ
ペコ

と
解
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のい
U
m
一
済
的
目
的
を
述
成
す
る

f
め
に
、
十
又
弘
不
能
式

(LEヰ
ユ
。
一

5
5
7
与
ニ
】
本

は
、
債
権
者
の
訓
求
比
一
J
V

制
約
J
1
3

る
こ
と

も
あ
れ
ば
、
こ
ー
で
は
経
品
甘
さ
に
代
長
さ
れ
る
仰
休
日
人
に
対
ー
し
て
よ
り
位
校
的
に
二
心
的
優
遇
拾
置
を
論
じ
る
こ
ニ
も
あ
乙
c

宇一一只をすーっ

At王
子
テ
オ
j
7
U
4
ペヨ

守

i
r
i
G
f
y
J
声

l
u
-
-
-〈

1
H
J

企
業
の
将
済
活
動
を
問
主
門
す
?
で
そ
つ
な
請
求
手
一
泣
け
る
七
め
い
、

羽
州
指
一
決

fpt

A

九
八
rパ

年

月

h
じ
の
法
相
い
附
市
川
】
条
は
、

が
ー
ム
た
ゐ
債
務
当

γ
対
す
る
性
別
の
訴
求
を
停
止
す
る
と
川
崎
で
し
て
い
ん
川
刊
院
は
、

そ
れ
ゆ
え
、
旧
作
一
副
人
に
守
法
者
の
竹
」
当
さ
を
ー
平
川
え
さ
せ
ゐ
こ

k
を
化
絡
し
七
。
し
か
し
、

九
九
問

1
六
月

ハυ
円
の
法
律
は

什
円
山
十
川
4

人
保
乱
人
に
値
引
の
訴
1
4
の
[
行
止
り
ル
ー
ル
を
礼
用
さ
け
一
ょ
う
と
し
た
c



」

0) 

力
九
四
年
の
法
律
の
一
措
置
は

月

コ
ワ
五
年
七
月
二
ハ

U
の
法
伴
に
が
っ
て
時
以
さ
れ
、

ec 

の
ひ
八
キ

の
?
で
ル
ト
J

J

L

ス
仁
ぶ
っ
て
修
正
き
れ
た

民
寸
尚
三
千
枝
又
は
ぬ
刊
上
の
日
比
一
世
田

F

7絞
に
お
い
て
は

保
証
'
へ
で
あ

す
な
わ
ー
す
っ

;iTJJ 

フ

ω
斗
岐
、
人

池
内
人
的
担
保
止
は
か
つ
て
物

i
保
一
寸
二
、
呼
ゴ
れ
丈
第

告
の
た
め
の
物
的
担
保
及
び
共
川
債
税
者
に
お
及

同
条
は

〆"

ド
対
す
る
訴
求
は
、
中
情
州
問
問

L
】mLC「
5
ユ】
C

コ)
|の
~ IL¥J 

判E
均一jト

びゐ

ヘ !j:: 
λ二

一ー に

|裁

回以l
fに4ー;91
ご巳 Iυ ;土

年

浪
y 

;ζ .' 

話
予
νへ
は
又
払
廷
は
を
認
め
る
こ
と
が
ず
さ
る
(
商
法
I
六

持
什
山
者
一
足
証
人
が
間
賠

子
川
机
の
開
舶
を
山
叩
1J!げ
て
る
の
を
巡
ら
せ
て
は
な
ら
な
い
の
す
や
育
的
に
取
り
返
し
の
つ
カ
な
い
結
果
を
も
去
ら
し
う
る
か
ら
で
あ
品
。

2
会
社
位
浅
の
伝
「
証
人
↑
布
利
子
、
ね
町
議
の
拡
張

予
防
り
乙
校
内
場
合
に
む
け
る
判
勺
切
れ
花
凡
之
内
作
卜
九

円

ヘ
川
の
オ
ル
V

一ノン
λ
に
よ
っ
て
修
正
さ
れ
た

。
五
年
七
円

M
U
Lヨ
ァ
絞
の
開
始
に
よ
る
込
速
な
事
態
の
健
点
化
を
飢
オ
た
め
、
保

ー
ハ
司
パ
の
同
伴
は
、

一、の阿川ヘ
U

に
お
い
て
も
、

た
人
に
ム
叫
利
ヘ
d

新
/
な
一
バ
別

Jt県
人
了
/
こ
す
在
わ
ち
、
呉
文
字
削
げ
、
d

六

は
、
民
事
持
ム
デ
予
続
に
お
い
て
、
札
ム
パ

向
山
債
務
骨
ご
あ
る

um句
人
「
人
は
人
的
保
一
引
一
叫
を
ん
い
デ
♂
た
門
然
人
え
は
他
人
の
債
務
の
朽
似
の
た
め
に
財
咋
や
提
供
あ
る
い
は
議
波
し
た

円
代
人
は
、
羽
山
川
町
小
山
疋
に
あ
る
利
恵
発
ρ

の
停
止
を
日
比
町
す
る
ご
y
J
M

で
き
る
と
境
定
す
る
こ

司
の
文
一
ヨ
に
よ
れ
ば
、

斗
川
町
山
、
人
保
証
人
以
民

U
汁
呼

問
m
リ
印
可
ム
ー
に
お
け
る
恥
応

九阿川、
L

ハ
一
ハ

条
第

の
計
阿
川
内
叫
ん
止
を
授
吊
す
る
こ
と
が
で
き
、
}
の
規
定
は
民
間
貸
務
布
、
他
の
ヘ
怜
担
保
、
ー
ん
は
他
人
の
た
め
の

〆
物
的
」

川明日内外提供

首
に
拡
大
え
れ
て
い
る
。
白
扶
一
人
た
る
保
証
人
の
ど
め
の
こ
の
よ
う
な
係
法
備
当
は
、

ヘ
}
(
い
〉
ム
パ
~
川
七
戸
川

ハ
ロ
い
の
法
律
の
小
に
は
り

め
く
ら
さ
れ
て
い
る
伺
怖
を

f
功
す
九
州
と
い
う
日
向
に
よ
J

で
渦
明
さ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、

日
新
し
い
法
規
定
は
、
寸
法
枠
が
一
一
情
人
れ

[
て
い
る
点
下
再
牛
「
杭
す
な
わ
ち
制
品

t
t
F
勾
手
続
の
利
用
客
促
進
す
る
た
め
の

川
出
誰
に
あ
る
令
業
日
刻
7
る
悼
ん
初
日
以 " 

11 lノ
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日戸

で
あ
う
へ
こ
す
る
も
の
だ
か
円
で
あ
る
c

間
引

T
絞
か
ら
劇
的
要
素
を
排
除
」
1
0
必
要
が
あ
る
に
そ
、
ぺ
す
れ
ば
、
汀
分
の
九
百
社

の
伝
討
を
〆
ぱ

L
ぱ
コ
ソ
き
そ
け
る
会
幹
一
経
営
告
は
、

支
払
咋
止
に
陥
石
市
に
、

口
分
の
ム
Z
J
h
F
T
T
訟
汁
所
の
い
比
設
の
も
と
に
品
川
リ
世
き
や

す
く
な
る
モ
ろ
う
r

こ
の

つ
つ
八
咋
一

H 

へ
じ
の
で
ル
ド
ー
ナ
ン
ス
で
的
止
さ
れ

十
州
リ
川
f
ぃ

L

ハ

f¥ 
¥j 

(，'干
A、

が
、
保
止
の
担
保

H
Iけ
に
伝
っ
て
裁
円
上
の

R
事
更
生
子
山
村
に
刈
す
る
い
伺
法
L
z
ハ

条
の
池
山
用
古
川
f

え
に
よ
ぺ
丸
町
引
吟
し

:〉
f
?
?

1
し

z
y
-
-
L
1

層
犯
す
も
の
ご
あ
る
深
証
人
に
よ
る

X
ポ
再
ヨ
=
一
μ
附
の
対
抗
t
一能
2
五
生

E
州
の
は
抗

川
誌
の
前
倒
し
を

E
り

小
能
と
い
、
っ
け
川
設
は
、
。
ハ
つ
の
会
川
刊
の
国
却
を
百
一
円
J
q
ム
似
た
め
に
支
払
停

H
を
符
た
な
い
こ
と
に
よ
る
す
べ
て
の
科
九
四
を
企
業
↓
下
に
片

じ
さ
せ
る
も
の
J

じ
め
る

辺
司
耐
判
怯
為
丸
、
均
一
手
続
爪
り
桟
役
者
保
司
叫
'
へ
ヘ

m，
k
i八
ド
|
逝
剥
債
務
法
に
詐
料
、
J
一
{
じ
〕
が
な
い
た
め
、
旧
い
一
J
'へ
は
債
務
梓
に
与
え
ら

れ
之
免
責
の
利
純
か
受
け
ム
れ
な
、
v

ー
し
か
し
な
が
ら
、
手
杭
の
慌
併
を
通
知
さ
れ
、
そ
の
観
察
を
選
別
債
務
委
は
会
に
居
川
す
も
二

と
が
で
き
る
辺
市
明
U
K跡
ヤ
4

一
一
一
一

さ
う
に
、
直
剰
倍
以
務
の
受
理
更
件
以
、
ん
口
付
の
た
め
の
保
一
出
入
に
と
っ
ご
有
利
な
も

プソンスにおド之 i}li)¥f-5F:~1i人的 f禾ldL

主
八
月
一
円
の

、
何
人
事
淀
川
昌
又
は
会
主
の
債
務
山
保
一
日
を
司

の
B

〆
一
生
ワ
て
ド
心
と
い
う
の
も
、
こ
う
で
あ
る
J

CJ 

同
日
芋

l
の
市
怯
怖
の
述
人
叩
〆
}
ロ
円
抗
す
る
こ
こ
を
可
花
に
1
ν

つ
つ
も
、
が
口
ヱ
ロ
を
法
伴
ト
及
び
市
川
一
安
排
除
す
y
Q

ヲ
ヤ
ノ
}
に
」
つ
七
、
消
安
法

一
一
く
つ
八
午
八
月
四
日
の
綜
済
現
代
化
法
は

間ハ

L

タ-
'.< 
キ

f事

L 、

」

才〕
ーム 1 

八 L、-

1ミ日+J
トーf
h¥  

れし
~f 

、
の
よ
う
な
排
除
争
記

一、
J 

官
人
百
件
T

f

続
が
こ
の
よ
う
な
保
一
J

ー
か
ら
刊
し
た
ん
当
日
偵
を
消
滅
さ

d

L
た一
J

現
古
で
は
、
消
費
法
論
ハ
L

ぜ
る
こ
と
チ
i
H
ザ
ド
、
三
社
の
た
め
の
い
か
な
る
丸
一
J
九
も
一
一
同
人
過
剰
偵
t

寸
礼
町
会
利
川
す
る
こ
と
が
で
き
ゐ
狭
言
「
る
こ
、
司
事

ヰ
で
と
の
活
訟
を
す
る
日
?
な
る
一
六
人
が
有
す
る
特
権
を
荘
山
吉
に

7
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
h

料、ペハ者、か一
H
分
の
ム
ぷ
引
引
の
涜
務
を
川
市
司
副
f
る

の
を
ね
避
し
て
い
る
。
最
後
に

過
剰
債
務
省
た
る
債
務
省
の
た
め

白
人
更
生
手
引
刊
の
終
叫
に
よ
っ

一
Juh内
外
郎
に
泊
城
山
し
な
い
山
、
で
、

恒
人
以
記
へ
の
水
性
綜
が
υ代
議
さ
れ
と
い
と

取人法羊)fi3 (2 --，)8í~1 川;; r 2(ll':L 7 J 



ec 

ー〕
2JLhが
っ
一
仁

問
山
子
波
法
は
綱
人
保

F
人
の
い
ん
w
M
に
つ
い
て

ι
関
心
バ
は
な
い
が

そ
れ
は

何
よ
り
も
ま
ず

配』一軍
J

て
い
る
か
ム
で
あ
る

;iTJJ 

結
必
と
じ
て
、

ju

リ
ホ
苔
が
大
口
庄
内
措
置
戸
ヘ
玉
川
幹
蛙
効
、

一
部
h
効
、
重
々
の
失
俳
)
を
炉
心
況

L
二
慎
泳
者
の
必
る
ま
い
に
け
川

γ

る
制
裁
に
よ
っ
て
い
然
人
保
祉
八
十
一
係
議
す
る
と
、

r
I
U
人
が
|
|
優
退
シ
ス
テ
ム
ド
よ
〉
て
|
|
、

の
山
刊
げ
什
を
お
担

に
し
て
、
経
片
的
に
刊
刊
を
す
九
州
た
め
、
「
品
川
権
有
の
」

ぷ
の
ふ
る
ま
い
を
品
ね
す
る
こ
と
ま
犯
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
の

U
本
法

に
い
口
い
て
検
持
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
よ
う
に
、
一
け
然
人
以
社
人
が
保
証
を
締
結
一
ヲ
る
の
を
出
止

7
る
こ
と
は
、
臼
快
人
に
よ
る
保
証
の

羽
田
川
刊
が
疑
わ
れ
て
い
な
い
7
2

一
プ
、
三
人
法
に
h

ね
い
て
は
問
題
に
な
ら
な
い
に
せ
よ
、

そ
れ
で
も
な
お
訣
々
の
γ
ス
テ
ム
は
川
/
f

一心れ、

ず
一
市
士
の
併
症
を
一
将
動
さ
れ
る
べ
き
ぜ
あ
ろ
う

i
M
で
、
伺
人
保
証
人
の
保
識
は
、

J
り
三
寸
化
さ
れ
よ
り
お
向
性
を
古
川
め
る
た
め
仁
中
純
化
さ
れ
る
べ
き
J
J

あ
り
、
特
に
V
W
1
切
な

人

(]V332涼〈戸】一吋凶作
g
r
T
)
に
タ
ー
ゲ
ソ
ト
を
絞
ら
れ
る
べ
き
ご
お
ろ
う
J

と
い
う
の
も
、
立

μ
封
一
ば
、
賞
賛
す
が
、

激
さ
れ
、

ぷ
J

U

T

リ
ン
ア
の
神
々
の
史
問
伎
の
強
大
な
ι
叫
ん
に
さ
ら
ν
一」れ、

こ
主
一
に
(
回
目
取
引
を
怪
駄
に
弱
体
化
さ
ー
や
七
い
る
か
ら

お

〉

}

一

て」
dvy
一

也
J
H

川
で
、
情
人
仁
よ
J

て
締
結
ち
れ
る
何
一
4
1

の
誌
は
、
民
法
典
、
消
表
叶
一
広
明
、
百
汁
仏
刻
、
ヨ
ケ
h
公
立
パ
や
そ
乃
仙
の
さ
ま
さ
ま
な
法
律

に
細
分
化
え
れ
て
い
る
と
い
う
羽
状
に
終
止
符
を
打
つ
た
め
、

民
法
典
の
中
に
そ
の
山
崎
引
を
内
び
日
山
す
べ
き
ご
あ
ろ
う
。
と
い
ろ
の

J
b
、
川
市
祉
の
物
一
山
が
叉
J
U
執
(
守
去
っ
て
仙
仙
の
法
律
に
+
占
か
れ
て
い
る
せ
い
と
、
町
木
汁
へ
の

の
義
仲
間
の
ふ
ル
河
川
市
な
匂
認
を

日
誌
J
9
Q
こ
し
い
が
複
拾
に
な
っ
て
い
九
州
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
九
r
U、

述
の
主
要
な
到
き
は
、
M

は
け
の
よ
り
凶
弾
な
校
法
を
芯

じ
て
よ
り
も
、
周
辺
の
法
俸
を
通
じ
て
安
現
し
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
い
だ
ろ
う

:)lii;、法学¥(i:i¥2-3;:;8) 6/:~ 〆201:L 7 I 
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ヘ

1

ハ
刊
従
引
は
持
対
峠
の
広
川
川
r
l
R
w
m
さ
れ
る
r

E

U

的
み
亡
謀
計
三
知
坊
は
現
実
に
は
い
叩
む
的
で
な
か

Jι
一
F
」
YLEVAhr
も
ぞ
う
で
あ
る
に
へ
F

U

こ
の
純
一
元
住
が
迫
川
刑
さ
れ
る
い
く
つ
か
内
問
が
あ
る
と
て
も
、
保
主
人
日
実
阪
上
は
と
人
と
の
防
庁
に
絡
線
に
お
カ
れ
て
い
る
一
と

き
指
協
〕
ご
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
じ
す
な
わ
ち
、
一
い
証
人
主
保
護

L
て
い
ゐ
の
は
村
従
引
で
あ
り
、
袖
充
札
が
伝
証
人
を
μ
同日

r
る
の
は

)
}
く
わ
す
か
な
場
へ
円
の
み
ご
あ
る
)

し
か
し
、
代
は
い
の
抗
か
は
、

プソンスにおド之 i}li)¥f-5F:~1i人的 f禾ldL

へq
ユ
「
ぷ
苫
4

〕
ハ
民
法
一
刈
条
保
証
人
、
は
、
憧
評
判
的

ι
ぬ
に
よ
っ
て
、
怯
権
当
の
任
料
、
抗
ν

権
及
び
[
む
取
特
怖
へ
の
代
位
が
一
悦

紅
ヘ
に
も
は
口
付
じ
、
え
ま
い
ト
と
き
は
、
免
玄
さ
れ
る
)
ご
わ

v
以
す
る
条
パ
止
は
オ
ベ
て
、
一
匹
帆
の
な
い
迂
の
ト
y

み
九
工
作

い
比
に
川
て
ノ
る
条
え
も
へ
己
め
亡
、
民
法
呉
川
沢
山
山

rー
と
つ
と
は
、
法
措
十
八
比
古
一
司
罰
法
法
制
対
査
が
一
ァ
フ
ン
ス
足
以
上
寸
物
語

-
f…、

権

宍

係

(

九

IJ
、
一
干
、
法
曹
公
〉
歩
参
ω
m
r
J
J

(
4
J

門
包
ω

三
町
内
コ
二
こ
E
戸
川
、
)
(
三
守
口

2
℃円
J
L

日){一
A

}

民治、
F
3
u
m
J
同
可

ηο
巳

へ一一

(
J
U
じ
在
、
民
f
c

一
一
f
八
、
条
ん
の
JL
一
中
青
山

??γ
飽
万
じ
片
〕
て
あ
る
稲
川
金
銭
を
f
i
払
い
、
又
は
代
昔
物
を
引
き
涼
一
?
こ
と
を

約
J
9
U
川
河
川
行
山
内
は
、
こ
の
松
市
千
引
き
受
け
る
お
の
」
有
7
並
び
ド
そ
の
右
の
I
C
A
ζ
子
及
び
私
市
J
P
書
ぃ

f
〈
ム
術
主
れ
ん
は
数
斗
一
?
の
戸
抗
手
ム
己

む
Z
A
H
に
お
い
て
認
に
え
れ
な
円
u
f
ぱ
な
、
レ
J
な
い
芹
十
時
が
あ
る
為
Fげ
に
は
そ
の
弘
子
2
J
Z
は
、
ム
リ
入
ι
十
?
吉
か
わ
れ
全
釘
に
つ
い
て
い
J
力
Jど

土
ー
〕
ム
旬
。

(
U
4
法

己

い
v
L
は〕、

フ一
y

ン
ス
法
J
E
T
♀
!
、

ιぃ
苦
呪
{
止
の
ま
ま
と
ま
り
、
保
十
止
に
限
定
三
一
れ
て
し
な

ヘ
O

J

[

点
在
注

r

」

一

川

(

暁

↓

一

九

一

朱

係
r
止
は
、
な
え
ら
准
定
ミ
れ
な
い
り
一
い
副
は
、
別
一
小
的
で
な
け
れ
ば
与
一
フ
「
、
で

れ
が
前
給
さ
れ
た
限

fJ
ケ
趨
ズ

L
拡
大
オ
る
こ
一
げ
か
で
う
な
い

(
7」
吋

T
M
2
{
一
ロ
ロ
戸
ご
み
E
Y
R
E
E
u
附
v

色町一
E
t
H
J
M
5
5マ
E
f
u
c
に
L
w
o
叶(VJ
及
び
ぞ
f

t
引
用
し
ご
い
る
i
d
例
を
寺
町

戸れわ一

A
U
4
4
h
Z
H
d
Cイ

4
3
∞F
ヌ
勺
吾
川
さ
口
己
ロ
ト
コ
c
f
《吋
p
m
ハ
Z
W
『)】
C
A
W
G
t
J

コ
2
0
Z
C
】ぐ

ヘ

9
)

し
ど
り
わ
日
げ
り
、
(
ヲ
}
代
]
訂
hX
戸〕
3
2
u
}
(
で
L
R
X
W
N
H
同日
H
3
v
p
H
5
写
山
己
2
-
v
E
d
M
f
y
江
口
口
苔
日
ア
C
E
U
H
]
(
)
ス
~
ず
/
三
布
引
を
に
て
リ
u
p

(
川
公
害
一
J
2
1
一守
f

主
叫
!
の
刊
号
口
は
除
外
さ
れ
る

ヘじ

J

戸
、
可
凶
行
芦
ト
「
口
ロ
ド
内
円
F
M
E
H
H
W
E
ロ戸
rph
口
F
f
i伶

-
2
2
5
戸〉巳
pw-
か七川町
P【

d
f
《f
F
T
M

セム】一
h
R
C
A
W
F
ぐ内
p
p
x
、E
E

E
一一弘川口】門〉巳
C
F
七円《
ω

よい三門戸円円以

いU()AJ)7

七
凶
山
山
3

】斤叫ご，コ
I】位三
dDA
川内
F

】ロ
ld
そコゴ
C
ヨコ
d2MJdMZ
ハコけ
y

ハ一仲一主戸】ロゴ
C
コ叩
y
r
z

ニd
n向
日

目

J
(
U
d
-
7
2
F
J
ロコ
HY
一
、
出
斤
は
{
〕
】
ア
セ
叶
叶
山
ツ

民
法
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ec 

ヘ
ロ
「
戸
=
w
t
J
H
K
A
A
ミ
¥
と
ミ
ミ
人
民
(
F
h
N
h
ご
と
き
尽
き
へ
唱
え
¥
匂
h
h
w
p
h
v
~
ロ
ミ
ミ
h
F
]
l
v
宍
正
己
主
に
は
ロ
H
O
H
H
W
め
E
Z
M
(
)
一
ご
何
で
日
泊
代
F
Y
J
も
f
h
じ
皆
、

(
仏
、
一
説
苫
円
以

l
仁
川
口
f
、
ー
、
る
会
丈
も
含
め
て
、
消
台
川
示
、
の
き
条
丈
の
立
川
に
い
『
た
J
、
は
十
¥
沢
情
I
A
却

y

ラ

ン

ス

に

お

け

る

保

証
人
保
一
一
込
町
に
阿
t
る
社
伴
山
斗
式
ト
y
長
問
(
二
(
一
安
こ
比
政
法
年
同
一
た
勺
凶
八
六
刊
日
、
凶
を
三
サ
ヘ
ウ
コ
九
年
一
九
一
一
豆

N
U
τ
を
志
向
し
た

(
川
」
「
d
v
告
と
出
雪
礼
仏
典

L
一
同
九
条
事
業
苦
七
セ
慣
一
梓
右
の
た
抗
に
い
回
大
人
ご
。
つ
ど
合
意
さ
れ
れ
保
正
片
山
ι
約
に
却
{
号
、
れ
こ

い
る
連
帯
の
竹
之
及
♂
柏
安
心
抗
弁
の
波
山
引
の
d
刊
で
は
、
深
〈
人
の
長
持
が
、
て
J
}
之
μ
務
、
利
息
、
高
河
北
ぴ
川
川
山
叫
す
る
け
L

布
川
工
白
人
戸
一
、

明

日

カ

つ

契

約

だ

め
J
，
れ
た
い
日
制
に
判
明
訴
さ
札
な
い
均
台
は
、
記
載
内
な
い
も
の
と
み
な
う
一
タ
一

日
~
」
一
山
(
}
】
戸
{
川
エ
コ
C
4
月
ル
ペ
で
h
c
m
一

(
凶
~
円
H
〈
(
可
ヤ
ル
M
W
F
N
H
m
M
{
)
(
あ
同
叶
ロ
2
5
i
日
告
)
品
一
℃
叶
《
)
戸
2
r
u
日
d
n
同
門
o
h
p
り
宍
込
F
F
I
「
セ
い
「
F
W
ハ
2
7
P
P
M
日
x
E
q
勺
N
Z
J
c
r
ω
J
M
、
勺
月
丘

一
灯
、
勺
ケ
託
百
一
角
吋
〔
2
2
己
】
4
5
d
2
d
y
古
E
R
コ
2
2
5
v
司
パ
ご
3
2
2
h
州
内
】
位
以
ご
3
5
2
2
コ
コ
5
5
3
2
】
オ
J
t
5
2
守
山
(
と
F
コ
o
u山叶

(
M
J
円
一
ぺ
円
台
ハ
戸
合
同
岡
山
戸
μ
(
H
N
叫
(
バ
j
〈
N
C
M
U
F
同
一
巳
ぃ
。

z
h
出
m
u
d
3
n
L
を
ふ
不
出
。

へ
い
h
川
町
一
で
}
加
5
4
一
元
司
(
ニ
ュ
c
z
d
t
5
2
ェ
在
一
言
三
一
τ7二
三
宮
ニ
A
ニ
ィ
3
h
q
コ
2
4
戸
内
子
一
同
文
会
主
三
主
力
句
J
U
}
キ
♂
お
め
さ
令
完
(
守
山
)
X
}
%
-
一
u
ト
ム
山

{
お
門
広
ω
η
C
口
H
叶
r
J
H
r
夜
F
Y
田
口
ト
レ
己
J
H
d
ベ
ロ
。
い
C

ヘ
り
-
門
い
〆
}
J
』
】
切
り
ふ
r
h
n
t
件
同
小
申
J
十才一7-コy円い}町一件、】
L

へ}い山はん山中山

へ
ど
〈
J
ω
2
2
v
H
d
N
G
自
己
己
主
M
L
Fニ
-
2
d
門
戸
刊
5
u
h
(
)
ム

ヘ
幻
J
j
b
数
の
刊
例
カ
あ
令
が
、
J
1
3
ゐ
ず
り
、
(
J
Z
て
日
~
-
r
E
E
ニ
h
c
c
p
」
(
ゼ
圭
託
ヱ
マ
]
(
)
-
t
5
4
允
}
ん
己
主
穴
O
ご
ま
を
挙
げ
て
お
く

(
い
円
判
叫
品
、
沢
法
一
一
ハ
条
ト
y
一
同
条
熟
一
頃
合
ム
ロ
わ
せ

C
沼
凶
し
て
い
る
三
総
合
的
5
研
究
と

L
て
、
以
r
の
而
士
を
!
午
げ
て

h
口
'
¥
勺
〔
甘
ニ
ヲ
巳
戸
レ
f
E
C
ロ
ロ
己
H
Hの
H
M
戸
内
F
円
士
月
広
い
内
向
し
(
E
}
2
5
F
F
M
C
戸
ぞ
山
内
一
山
口
m
m
u
ω
一
び
r
〉
に
に
一
代
r
M
(
主
]
[
℃
(
岩
手
(
d
ベ
E
一
一
色
買
い
戸
(
い
N
O
U
N
m
b
旬
以
「
町
一

三
文
《
出
m
c
m
同
つ
一
c
y
コ
バ
ユ
{
り
お
《
J
Z
E
-
-
ω
2
J
J
A
U
d
時
d
t
r
m
J
ベ
ヨ
ハ
r
戸
一
バ
関
お
コ
凶
n
p
部

r
1
2
q
c
c
コ
グ
河
口
コ
ピ
汚
点
代
2
4
J
ハ
当
時
内
リ
o
t
一
引
戸
ゴ
C
口
止
m
p
c
d
件
}
ハ
ズ
司
戸
内
J
7
u
コ
コ
《

;iTJJ 

「

C凶

HV川(沼)]}勺トロペ~戸川市い州、ー一%

(
川
北
「
訳
υ長
引
)
民
法
一
山
~
来
事
前
、
ム
i
土
ヨ
辻
、
武
支
に
版
行
し
な
け
れ
ば
士
川
士
い
n

へ
お
[
以
吉
正
J
見
法
同
一
〕
条
岸
川
品
川
νれ
は
、
必
要
が
あ
る
F
J
苧
ム
ー
に
は
、
を
の
告
の
旬
に
判
2↓
F
M
が
右
し
な
い
F
J
苧
ム
ー
で
あ
っ
て
も
、

不
常
一
ね
ー
な
ぐ
の
ヰ
ペ
の
2
に
パ
川
ー
サ
P
一
、
こ
が
「
さ
な
し
川
作
一
行
出
手
ム
円
カ
l
J
L
〆

イ

J
ニ
シ
一
を
一
F
m
し
な
い
と
え
叫
す
ベ
ヴ
、
あ
る
い
以
前
務
の
γ

小
夜
行
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々
一
紅
阿
と
し
て
、
あ
る
い
は
隠
れ
の
主
耐
を
程
臼
と
し
て
担
汽
鼎
墳
の
i

文
仏
を
九
州
じ
ム
れ
る

(
出
、
〈
ハ
コ
J
日

CYハ-V4
は

(
5
5
古
川
(
己
Y
〉
同
い
同
一
&
タ
つ
一
ヨ
バ
ロ
《
℃
2
7

(幻

J

情

報

児

ιい
の
契
約
一
内
容
¥
の
一
泊
の
取
り
込
み
じ
ょ
っ
と
、
[
情
報
叫
ん
代
に
つ
い
て
契
灼
乞
刊
誌
の
義
務
ー
と
判
的
一
の
払
必
の
問
の
/
境

m
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介
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叉
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司
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↑
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句
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烈
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仁
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↓
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古
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薄
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。
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仲
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p
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↓
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日
ま
で

前
伝
一
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三
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U
叫
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ド
お
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九
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務
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引
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、
計
川
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た
る
涼
務
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「
設
け
A
T
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快
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と
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保
証
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h
通
知
す
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義
務
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#
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叫
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定
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司
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又
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摂
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収
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介
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迂
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与
れ
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台
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梓
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右
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句
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叫
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↓
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特
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た
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が
れ
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句
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℃
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仲
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ワ
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司
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又
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叩
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又
は

j
v
¥
て
の
債
務
会
町
h
刊
す
と
す

〆
場
合
、
一
般
匁
誠
一
t
L
マ
ペ
コ
一
)
の
か
知
は
わ
が
一
山
門
の
什
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仏
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仁
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受
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台
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又
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え
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引
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仁
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梓
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仏
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仏
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仙
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又
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仏
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什
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叩
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き
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仏
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、

辺
町
が
な
見
合
ー
は
、
持
?
人
は
円
取
材
の
支
払
出
祉
の
U
カ
J
J
保
一
ケ
人
が
支
払
事
伐
に
つ
い
て
活
U
M
さ
ひ
ん
日
ま
「
の
出
に
品
川
止
に
九
一
性
研
一

賠
償
主
つ
人
一
一
は
江
泣
刊
思
え
一
J
K
払
う
合
政
刊
を
「
わ
な
い
U

二
日
~
d
M
、
℃
(
A
V
L
U
咋
ん
乍
「
}
作
b
u
r
Z
F
Z
P
ふ
ニ
同
三
小
三
三
戸
C
向
〔
一
元
一
九
一
-
-
一
文
ュ
c
-
m
-
J
コ
「
。
コ
「
一
一
Z
A系

v
t
コ
n
b
門
戸
《
王
子
一
ご
×
一
二
二
C
U
ア
《
沈
コ
ォ
2
v岡
京

允

HMUN{ザペ)川VA}v一v

H
G叶
H
L
1
多

照

一

U

ヘお

[γ
山
首
注
消
山
口
仏
叫
一
一
一
ニ
ヘ
)
条
令
拙
判
明
北
山
、
支
払
税
関
一
Z
L
}日
5
0
5
2
H
ご
2
5
2
5
p
)
又
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伐
叫
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仏
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